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1生徒に切実な人権学習とは

　情報化社会の進展は、基本的人権に対する

問題について新たな状況を出現させていると

感じる。従来、情報の発信の担い手は新聞や

テレビなどのマスメディアが中心であったが、

インターネットの普及に伴い、より多くの、

しかも様々な年齢層の人々が情報の発信源と

なってきた。その結果、双方向的なコミュニ

ケーションといったプラス面もあるが、ネッ

ト上の掲示板でのいじめなど、とくに中学生

においては深刻な人権侵害が多発している。

また、授業で扱う教材として、生徒にとって

身近な問題として取り上げていくことは大変

重要であると考える。それらと、今回の「人

権を考えよう」というテーマを照らし合わせ

ると、「インターネットの掲示板や携帯電話

のＥメールにおける悪質な書き込み」の問題

が生徒にとってもっとも切実な人権問題なの

ではないだろうか。もちろん、他の人権問題

も深刻ではあるが、トラブルが頻発している

点、十分な対応が取れているとはいい難い点、

そして教師や保護者よりも生徒の方が操作性

（使い方をよく知っているという意味）で優

位に立っているという特殊性などを鑑みると

その深刻さが浮かび上がってくる。今回は、

「インターネットの掲示板や携帯電話のＥメ 

ールによる悪質な書き込み」を単元の導入と

して扱い、その後の単元学習に生かしていく

授業展開を考えてみた。

2学習前の生徒の状況

　授業を行うさいに、生徒がどの程度の知識

を持っているか。あるいはどんな問題意識を

持っているかという点を調べてみた。なお、

現在私が担任をしている事情もあるが、公民

的分野の学習をまったく行っていない２年生

にアンケートを試みた。まず、インターネッ

トやＥメール等で、自分や友だちの悪口やう

わさが書き込まれた、あるいは書いてあるの

を見たことがあるという生徒はおよそ３分の

１にのぼった。また、そのような状況に出く

わしたものの対応は、全員が「何もしなかっ

た」であった。さらに、そのような書き込み

がされないためにはどのようにしたらよいか

という対策を問うたところ、約半数がわから

ないと解答した。先生に報告したり、削除を
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依頼するといった他人任せのものが約４割。

「やめよう」と書き込むなど自分の意思を示

す解答はわずか１割にすぎなかった。

　本校では、携帯電話は持たない方が望まし

いという立場から、それら機器の使用につい

ては教科学習の場を除き積極的な指導はあま

り行ってこなかった。だが実際には、掲示板や

メールをめぐるトラブルも多発している。そ

れだけに、子どもにとって深刻な問題であり、

話し合いなどの学習活動を通じて、基本的人

権との関係やルール作りといった公民的資質

の育成の一端を担えるのではないかと考える。

3やってみようの活動を通じて

　教科書においては、６つのイラストに基づ

きカード作り、悩み相談、評価を行う形式と

なっている。この中に先ほど記したインター

ネットやＥメールでのトラブルに関する相談

を混ぜて活動を進めたい。

－私の悩み－

　私はインターネットが大好きな中学３年生

です。ネットで資料を集めたり、私のブログ

で知り合った友だちに悩みを聞いてもらった

りして楽しく生活をおくっていました。でも

最近とっても嫌なことがおき続けています。

掲示板に私の悪口がたくさん書き込まれまし

た。何度もやめてと書きこんだけど、「表現の

自由だ」などといって全然やめてくれません。

最近では、私がブログに張った写真が勝手に

使われてもっとひどい悪口も書かれています。

誰が書いたのかもわからないし、もう友だち

が信じられなくて学校にもいけません・・・

　この学習のポイントは、先述したように生

徒に身近な問題であること。そして、基本的

人権全体の導入として、単元全体を通じてこ

の学習が生かされることである。そのため、

この内容との関連が深い、表現の自由、教育

を受ける権利、プライバシーの権利、肖像権、

裁判を受ける権利などとの関連をカードの中

に示すようにした。もちろん、活動の中で予

測されるアドバイスとしてはよくわからない

というのががほとんどであり、他に「気にし

ない」とか「先生や友だちに相談する」など

であり、あっても削除を依頼するといったも

のが挙がる程度であろう。ここでは、掲示板

やＥメールでの悪質な書き込みが、偏見や差

別に繋がっていることを確認して、その後の

単元での学習に生かしたい。また、悪口や悪

いうわさを書き込むことが「表現の自由だ」

という主張に対しては、当然違和感を持つ生

徒が多いであろう。そのような生徒の疑問を

大事にしながら、表現の自由とは何なのか。

そして、最大限その権利は尊重されねばなら

ないが、どのような場合に制限されるのかを

子どもたち自身の言葉で進む授業を展開して

いきたい。ただ、昨今の子どもたちの携帯電

話の使用法などをみていると、写真を勝手に

撮られたり、利用されることについて、なか

なか違和感を感じることができないのではな

いだろうか。それだけに、プライバシーの権

利での学習は、生徒の常識を覆す展開が期待

ひきょうなこと
するなぁ

表現の自由
って何？

悪口は表現の
自由ではないよ

私もネット
やってるけど
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できると感じる。

4評価と発展的な学習

　先に示した「やってみよう」の学習におけ

る評価について述べておきたい。この学習に

おいては、おもに「関心・意欲・態度」の観

点について見取りを行いたい。具体的には、

「やってみよう」の相談カードの内容につい

てやってはいけないと思うことを挙げていく、

積極的に話し合いなどの活動に参加し、解決

策を考えていくという点を見取りたい。さら

に、この学習では身近ないじめを教材として

授業を展開したが、学習の教材として扱う範

囲を社会全体に広げていくことで、「関心・意

欲・態度」の部分を伸ばしていきたい。

　その伸ばすという部分に着目し、発展的な

学習を行う教材として、新聞を用いて社会全

体の枠組みから人権を考えさせる学習を提唱

したい。

　数年前になるが、新聞記事を用いてこのよ

うな学習を展開した。ポイントは、①授業で

学習した内容の具体例となりうる記事を新聞

から探す。②記事は、問題解決的な内容を持

つものか、論点がさまざまで多面的・多角的

な思考が深まるものを探す。③必ず問題点を

指摘したり、いずれかの立場に立って自分の

意見を述べることができるものを探す、とい

うものである。それゆえ、基本的人権の学習

が一段落したさいに、差別や人権問題の事例

を新聞記事から探し出してくることになる。

　観点別評価のうち、「関心・意欲・態度」の

観点については、「社会的事象に対する・・・」

という点を押さえないといけないのだが、こ

の活動では、社会的事象を新聞記事から見い

だすことにした。自分で学習内容に合致した

記事を探す時点で社会的事象に対する関心を

抱いており、記事を読んで論点をまとめる活

動は、社会的事象に対して意欲的に学習する

ことにつながる。また、自分の意見をまとめ

ることで、実生活に生かそうとする態度の部

分が養えるのではないかと考える。

　「思考・判断」では、他の観点についても

若干触れたい。様々な論点をまとめることで、

思考は徐々に深まっていくと考える。さらに

生徒がまとめた新聞記事を授業で示し、生徒

全員で考えて、意見をまとめていくことで、

より多面的・多角的に思考が深まって行く。

「技能・表現」については、新聞記事を用い

るという部分で評価をしていきたい。

　「知識・理解」の観点については、この活

動からは評価できない。平時の授業における

精選された学習が必要ではないだろうか。在

日外国人への差別や部落差別の歴史的な経緯

や現状などは当然理解せねばならないと考え

る。本当に必要な知識・理解（それは思考・

判断の力や関心・意欲・態度が高まっていく

ものであるが）を生徒が身につけて活用して

いくことがとくに求められている。

　ネットやメールでのトラブルやいじめは残

念ながら多発している。それを教材化するこ

と、基本的人権と結びつけること、身近な世

界から社会全体へと視野を向けることが大切

であると考える。

うーん、この記事は
どうかな…

自分の意見を
述べるんだよ
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